
２単位

副教材等

１　学習の到達目標

２　学習計画と評価計画

学習の到達目標

生活の営みに係る見方・考え方を働かせ，実践的・体験的な学習活動を通して，様々な人々と協働し，よ
りよい社会の構築に向けて，男女が協力して主体的に家庭や地域の生活を創造する資質・能力を身に付け
る。

令和５年度　　指導と評価の年間計画
富山県立雄山高等学校

教科・科目名 家庭　・　家庭基礎
単位
数

使用教科書
家庭基礎

自立・共生・創造
(東京書籍）

1年・普通科

知識・技能 思考・判断・表現 主体的態度

ワークシート

ワークシート

ワークシート

ワークシート

第
３
学
期

第8章
住生活をつくる

第9章
経済生活を営む

第10章
持続可能な生活を営
む

第11章
これからの生活を創
造する

１住生活の変遷と住居の機能
２安全で快適な住生活の計画
３住生活の文化と知恵
４これからの住生活

１情報の収集・比較と意思決定
２購入・支払いのルールと方法
３消費者の権利と責任
４生涯の経済生活を見直す

１持続可能な社会を目指して

１生活をデザインする

1
・
２
・
３

定期考査

定期考査

定期考査

定期考査

ワークシート

ワークシート

ワークシート

ワークシート

ワークシート

ワークシート

ワークシート

ワークシート

ワークシート

第
２
学
期

第5章
共に生き、共に支え
る

第6章
食生活をつくる

第7章
衣生活をつくる

１私たちの生活と福祉
２社会保障の考え方
３共に生きる

１食生活の課題について考える
２食事と栄養・食品
３食品の選択と安全
４生涯の健康を見通した食事生
活
５調理の基礎
６食生活の文化と知恵
７これからの食生活

１衣服の役割を考える
２被服を入手する
３被服を管理する
４衣生活の文化と知恵
５これからの衣生活

9
・
10
・
11
・
12

定期考査

定期考査

定期考査

ワークシート

ワークシート

ワークシート
製作物

ワークシート

ワークシート

ワークシート
製作物

ワークシート

ワークシート

ワークシート

ワークシート

ワークシート

学期 単元 学習内容 月
評価方法

第
１
学
期

第1章
生涯を見通す

第2章
人生をつくる

第3章
子どもと共に育つ

第4賞
超高齢社会を共に生
きる

巻頭・各章末
ホームプロジェクト
と学校家庭クラブ活
動

１人生を展望する
２目標を持って生きる

１人生をつくる
２家族・家庭を見つめる
３これからの家庭生活と社会

１命を育む
２子どもの育つ力を知る
３子どもと関わる
４子どもとの触れ合いから学ぶ
５これからの保育環境

１超高齢・大衆長寿社会の到来
２高齢期の心身の特徴
３これからの超高齢社会

・生活に活かそう
・各章末「ホームプロジェク
ト」

4
・
５
・
６
・
７

定期考査

定期考査

定期考査

定期考査

ワークシート



４単位

副教材等

１　学習の到達目標

２　学習計画と評価計画

使用教科書
高等学校　家庭総合

持続可能な未来をつくる
（第一学習社）

生活学Ｎａｖｉ
（実教出版）

学習の到達目標

生活の営みに係る見方・考え方を働かせ、実践的・体験的な学習活動を通して、様々な人々と協働し、よ
りよい社会の構築に向けて、男女が協力して主体的に家庭や地域の生活を創造する資質・能力を身に付け
る。

令和５年度　　指導と評価の年間計画
富山県立雄山高等学校

教科・科目名 家庭　・　家庭総合
単位
数

１年・生活文化科

知識・技能 思考・判断・表現 主体的態度

ワークシート

定期考査
ワークシート

定期考査
ワークシート

ワークシート
発表
ワークシート
発表
観察
作品

ワークシート
発表
観察
作品

第
３
学
期

４章　ともに生きる

６章　衣生活を作る

１　社会保障制度と社会的連帯
２　人の多様性と社会参加

１節　人の一生と被服
２節　被服材料と管理
３節　これからの衣生活
４節　被服の製作

1
・
２
・
３

定期考査
ワークシート

定期考査
ワークシート

定期考査
ワークシート

定期考査
ワークシート

発表
ワークシート

ワークシート
観察

第
２
学
期

ホームプロジェクト

２章　次世代をはぐく
む

５章　食生活をつくる

１節　子どもの発達
２節　子どもの生活
３節　子育て支援と福祉

１節　人の一生と食事
２節　栄養と食品
３節　食生活の安全のために
４節　食生活をデザインする

9
・
10
・
11
・
12

ワークシート

定期考査
ワークシート

定期考査
ワークシート

評価方法

第
１
学
期

家庭科の学び方-学習
から実践へ
１章　これからの生き
方と家族

３章　充実した生涯へ

７章　住生活をつくる

８章　経済生活をつく
る

生活の基盤を作ろう
家庭科の学び方
１節　生涯の生活設計
２節　家族・家庭と社会とのかか
わり
１　超高齢社会を生きる
２　人生のなかで高齢期をとらえ
る
３　高齢期の生活
４　高齢社会を支える
５　充実した高齢期へ

１節　人と一生と住まい
２節　住生活の計画と選択

１節　私たちの暮らしと経済
２節　消費者問題を考える
３節　持続可能な社会をめざして

4
・
５
・
６
・
７

定期考査
ワークシート

定期考査
ワークシート

定期考査
ワークシート

定期考査
ワークシート

定期考査
ワークシート

定期考査
ワークシート

定期考査
ワークシート

定期考査
ワークシート

発表
観察

発表
観察

発表
観察

発表
観察

学期 単元 学習内容 月



２単位

副教材等

１　学習の到達目標

２　学習計画と評価計画

使用教科書 なし 生活産業基礎（実教出版）

学習の到達目標

１．消費者の多様なニーズにこたえて提供される生活産業による商品やサービスが、人々の生活を支え豊
かにしていることを認識する。
２．生活産業や関連する職業に必要な知識と技術を進んで習得し、職業人として活用しようとする意欲と
態度を身につける

令和５年度　　指導と評価の年間計画
富山県立雄山高等学校

教科・科目名 専門家庭・生活産業基礎 単位数 １年・生活文化科

知識・技能 思考・判断・表現 主体的態度

定期考査
ワークシート

定期考査
ワークシート

ワークシート
発表
活動への取り組み
ノート

定期考査
ワークシート

定期考査
ワークシート

ワークシート
発表
活動への取り組み
ノート

定期考査
ワークシート

定期考査
ワークシート

ワークシート
発表
活動への取り組み
ノート

ワークシート
活動への取り組み振
り返りシート

定期考査
ワークシート

定期考査
ワークシート

ワークシート
活動への取り組み
振り返りシート
ノート

定期考査
ワークシート

ワークシート
発表
活動への取り組み
振り返りシート
ノート

第７章　職業生活と自
己実現
１　職業生活と生きが
い
２　将来の生活と学業

・生活産業のスペシャリストにな
るために、自己の進路について考
え、専門的な知識や技術、コミュ
ニケーション能力など求められる
資質や能力があることを理解す
る。

・必要な資質、能力、知識や技術
は、専門科目の学習を通して身に
付けられることを認識し、学習に
向けての意欲を高める。

第
３
学
期

第５章　住生活関連分
野の産業と職業
１　住生活の変化と生
活産業とのかかわり
２　住生活関連産業の
職業と資格

・人々がライフスタイル、価値
観、感性に合った住居を求めてい
る状況を認識する。
　
・住生活関連産業に関する職業の
種類と資格取得の方法について理
解する。

1
・
２
・
３

定期考査
ワークシート

定期考査
ワークシート

ワークシート
発表
活動への取り組み
振り返りシート
ノート

第６章　ヒューマン
サービス関連分野の産
業と職業
１　社会の変化と
ヒューマンサービス
２　ヒューマンサービ
ス関連産業の職業と資
格

・ヒューマンサービスに関する職
業の種類と資格取得の方法につい
て理解する。
 
・少子高齢化、ライフスタイルや
価値観の変化に伴い、ヒューマン
サービス関連分野に対する需要が
高まっている状況を認識する。

定期考査
ワークシート

定期考査
ワークシート

ワークシート
発表
活動への取り組み
振り返りシート
ノート

第
２
学
期

第３章　食生活関連分
野の産業と職業
１　食生活の変化と生
活産業のかかわり
２　食生活関連産業の
職業と資格

・食生活にかかわる産業の概要に
ついて理解する。
・食生活関連産業に関する職業の
種類と資格取得の方法について理
解する。
・多様なライフスタイルに対応し
た外食産業と食生活の変化の実態
について認識する。

9
・
10
・
11
・
12

定期考査
ワークシート

評価方法

第
１
学
期

第１章　「生活産業基
礎」を学ぶ
１　私たちの生活と
「生活産業」

・学習の目標を知り､卒業後の進路
に向けて意識を深めることの必要
性を認識する。

4
・
５
・
６
・
７

２　スペシャリストに
なるために

・生活産業のスペシャリストを目
指す、専門学科での学習について
理解する。

第２章　生活に対応し
た商品・サービスの提
供

・生活産業は人々の生活を支え、
生活の質を向上させることにつな
がることを理解する。
・社会の変化に伴い、人々のニー
ズを的確にとらえた商品やサービ
スが提供されていることを理解す
る。
・生活産業の各分野でどのような
専門的知識や技術が必要であるか
を理解する。

第４章　衣生活関連分
野の産業と職業
１　衣生活の変化と生
活産業とのかかわり
２　衣生活関連産業の
職業と資格

・衣生活にかかわる産業の概要に
ついて理解する。
・人々の感性や意識の多様化とラ
イフスタイルとの関連、既製服の
販売状況などを踏まえ、エコロ
ジーやユニバーサルファッション
について認識する。
・衣生活関連産業に関する職業の
種類と資格取得の方法について理
解する。

・福祉分野の校外学習を通して、
ヒューマンサービス関連の職業に
ついて理解する。

学期 単元 学習内容 月



２単位

副教材等

１　学習の到達目標

２　学習計画と評価計画

使用教科書 生活産業情報（実教出版）
Word&Excel 2016
ビジネス文書実務検定模擬試験問題集
３級

学習の到達目標

１．社会における情報化の進展とそれによる問題点を理解し、モラルを身につける。
２．コンピュータに関する基本的な知識・技術を身につけ、適切な情報の収集・分析・処理・発信方法を
習得する。

富山県立雄山高等学校

教科・科目名 専門家庭　・　生活産業情報
単位
数

１年・生活文化科

令和５年度　　指導と評価の年間計画

知識・技能 思考・判断・表現 主体的態度

定期考査

作品

観察

発表
作品

第
３
学
期

第７章　さまざまな
分野における利用

1節　食生活関連分野での利用
2節　衣生活関連分野での利用
3節　住生活関連分野での利用
4節　ヒューマンサービス分野
での利用
5節　消費生活分野での利用

1
・
２
・
３

定期考査 ワークシート 観察

第
２
学
期

第５章　情報通信
ネットワーク

第６章　情報の処
理・分析・発信

1節　情報通信ネットワークの
しくみ
2節　通信ネットワークの利用

1節　日本語ワードプロセッサ
の利用
2節　表計算ソフトの利用
3節　画像処理ソフトの利用
4節　プレゼンテーションソフ
トの利用
5節　Webページ作成ソフトの利
用

9
・
10
・
11
・
12

定期考査

定期考査

評価方法

第
１
学
期

第１章　情報化の進
展と生活産業

第２章　情報モラル
とセキュリティ

第３章　生活産業に
おける情報活用

第４章　情報機器の
しくみ

1節　情報化の進展と社会
2節　生活産業における情報化
の進展

1節　ネットワーク社会の危険
性
2節　情報モラルとマナー
3節　セキュリティ管理

1節　生活産業における情報活
用の意義
2節　生活産業における情報活
用の実際

1節　コンピュータのしくみ
2節　ハードウェア
3節　ソフトウェア

4
・
５
・
６
・
７

定期考査

定期考査

定期考査

定期考査

定期考査
観察

定期考査

定期考査

定期考査

発表
観察

発表

発表

観察

学期 単元 学習内容 月



3単位

副教材等

１　学習の到達目標

２　学習計画と評価計画

使用教科書 ファッション造形基礎（実教出版）
家庭科問題集基礎編

（全国高等学校家庭科教育振興会）

学習の到達目標

１．被服の構成、被服材料の種類や特徴及びその選択、洋服の製作に関する基礎的・基本的な知識と技術を習得
し、能率的に製作する能力と態度を身につける。
２．被服製作やデザインに関する課題を発見し、ファッション造形を担う職業人として合理的かつ創造的に解決す
る能力を養う。
３．衣生活の充実向上を目指して自ら学び、ファッションの造形に主体的かつ協働的に取り組む態度を養う。

令和５年度　　指導と評価の年間計画
富山県立雄山高等学校

教科・科目名 専門家庭・ファッション造形基礎
単位
数

1年・生活文化科

知識・技能 思考・判断・表現 主体的態度

定期考査
製作物

定期考査
ワークシート

定期考査
ワークシート
製作物

発表
振り返りシート
実習への取り組み

ワークシート
発表
実習への取り組み
ノート

ワークシート
発表
振り返りシート
実習への取り組み
ノート

第
３
学
期

２節 製作
・スカートの製作

・ファスナーつけの方法を理解
し、技法を習得する。

・ベルト芯の扱い方を理解し、
ベルトつけができる。

・製作を通して洋服の縫製に関
する基礎的な事項を理解し、縫
製技術を習得する。

1
・
２
・
３

定期考査
ワークシート
製作物

定期考査
ワークシート
製作物

ワークシート
振り返りシート
実習への取り組み
ノート

第
２
学
期

発展学習　刺繍

１章 衣服の構成
２節 立体構成衣服と
平面構成衣服

３章 洋服の製作
１節 製作の基礎
・パターン（型紙）の
種類と利用
・布地の性質と扱い方
２節 製作
・ハーフパンツの製作

・基本的な縫い方を使った、日常
生活で使用できる小物づくりがで
きるようにする。

・装飾による個性の表現を学ぶ。

・衣服の構成には、立体構成と平
面構成の二つがあり、その類似点
と差異について理解する。

・立体構成の代表としての洋服の
構成の特徴を理解する。

・ハーフパンツに適した被服性能
を考慮し、適切な被服材料を選択
できるようにする。

・下半身を被う衣服の構成と動作
への適応について理解する。

・日常着としてのパンツに適した
デザインや素材を理解し、適切に
扱えるようにする。

・製作を通して洋服の縫製に関す
る基礎的な事項を理解し、縫製技
術を習得する。

・型紙の作り方の基礎を理解す
る。
・スカートに適したデザインや素
材を理解する。

9
・
10
・
11
・
12

定期考査
製作物

定期考査
ワークシート

定期考査
ワークシート
製作物

評価方法

第
１
学
期

３章 洋服の製作
１節 製作の基礎
・製作のための用具
・縫製の基礎

２章 衣服の素材
１節 衣服素材の種類
２節 衣服素材の性能
と選択

３章 洋服の製作
１節 製作の基礎
　・洋服とは
　・採寸

１章 衣服の構成
１節 人体と衣服

３章 洋服の製作
１節 製作の基礎
２節 製作

・製作のための用具を理解し、そ
の使い方を身につける。
・布地に適合した糸と針を選択
し、針目、縫い方など縫製に関す
る基礎的な事項を理解し、縫製の
基礎を身につける。

・被服を構成している繊維、糸、
布の種類とその特徴について理解
し、製作する衣服のデザインや着
用目的に合った衣服材料の適切な
選択と取り扱いができるようにす
る。

・縫製に関する基礎的な事項を理
解し、技法を習得する。

・着心地のよい衣服をつくるため
には、人体の構造や機能、動作時
の変化に対応したゆるみ、性別や
年齢による体型の変化などを考慮
しなければならないことを理解す
る。

・採寸方法について理解し、でき
るようにする。

4
・
５
・
６
・
７

定期考査
ワークシート

定期考査
ワークシート

定期考査
ワークシート
製作物

定期考査
ワークシート
製作物

定期考査
ワークシート

定期考査
ワークシート

定期考査
ワークシート
製作物

定期考査
ワークシート
製作物

ワークシート
ノート

ワークシート
ノート

振り返りシート
実習への取り組み
ノート

振り返りシート
実習への取り組み
ノート

学期 単元 学習内容 月



3単位

副教材等

１　学習の到達目標

２　学習計画と評価計画

使用教科書 フードデザイン　（実教出版）

生活学Ｎａｖｉ（実教出版）
新調理実習テキスト（開隆堂出版）
家庭科問題集基礎編（全国高等学校家
庭科教育振興会）

学習の到達目標

１．栄養素の種類と働きについて理解し、それらの消化吸収の過程を把握する。
２．栄養バランスのよい食事計画が作成でき、それらを調理するための知識と技術を養う。
３．年中行事における食事を理解して、日本の伝統食についての知識と技術を習得し、後世へ伝承できる
ようにする。
４．日本の食生活の現状と課題を把握し、食事作りの喜びや集団での食事の楽しみを知る。

令和５年度　　指導と評価の年間計画
富山県立雄山高等学校

教科・科目名 専門家庭・フードデザイン
単位
数

1年・生活文化科

知識・技能 思考・判断・表現 主体的態度

レポート

レポート

レポート、観察

観察

第
３
学
期

第２章　栄養素のは
たらきと食事計画
１節、３節

〇調理実習

第２章　栄養素のはたらきと食
事計画
１節　栄養素のはたらき
　７　その他の食品成分
　８　エネルギー

３節　食事摂取基準と食事計画

・卵の調理特性
・寒天の扱い方

1
・
２
・
３

定期考査

定期考査

レポート

レポート

レポート、観察

観察

第
２
学
期

第２章　栄養素のは
たらきと食事計画
１節　栄養素のはた
らき

〇調理実習

第２章　栄養素のはたらきと食
事計画
１節　栄養素のはたらき
　２　炭水化物
　３　脂質
　４　たんぱく質
　５　ビタミン
　６　ミネラル

・魚（一尾）の下処理
・揚げ物
・でんぷんの扱い方

9
・
10
・
11
・
12

定期考査

定期考査

評価方法

第
１
学
期

第１章　食生活と健
康
１節～２節

第２章　栄養素のは
たらきと食事計画
１節

〇調理実習

第１章　食生活と健康
１節　食事の意義と役割
２節　食をとりまく現状

第２章　栄養素のはたらきと食
事計画
１節　栄養素のはたらき
　１　食物摂取と栄養

・基本の切り方
・計量
・炊飯
・だしのとり方

4
・
５
・
６
・
７

定期考査

定期考査

定期考査

レポート

レポート

レポート

レポート、観察

観察

レポート、観察

学期 単元 学習内容 月

第４章 調理の基本

２節

第６章 フードデザ

イン実習 １節

第３章 食品の特

徴・表示・安全

１～３節

第４章 調理の基本

２節

第６章 フードデザ

イン実習 １節

第３章 食品の特

徴・表示・安全

１～３節

第４章 調理の基本

２節

第６章 フードデザ

イン実習 １節


